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ている。なお、路面に相当する平面近傍を走行させる場合と、路面を除去した場合の
両者について検討している。 
 第 5 章では風速の短期予測について、 ARIMA（ Autoregressive Integrated Moving 
Average ） モ デ ル 、 ARMA-GARCH （ Autoregressive Moving Average-Generalized 
Autoregressive Conditional Heteroscedastic）モデル、マルコフ連鎖モデル、トレ
ンドモデルの 4 つの手法を用い、それらの予測精度を比較検討している。 
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２．2 次元翼、平板、角柱を対象とした過渡空気力測定データに前述の HWPT 法およ
び収束計算法を適用し、既往のデータおよび理論値と比較を通じて本手法の妥当性、
適用性を確認するとともに、本手法を車両模型の過渡空気力測定データに適用し、車
両の空気力のインディシャル応答を明らかにした。 
３．単純化した車両模型の空気力を風洞実験により計測するとともに、横力、ヨー
イングモーメントについては 1。の横風区間突入実験を実施し、それぞれインディシ
ャル応答を明らかにした。 
４．風速の短期予測法として、線形確率過程モデルおよびマルコフ過程モデルの適
用性について検討し、ARIMA モデル、ARIMA-GARCH モデルおよびマルコフ過程モデル
による予測精度を比較した。 
５．横転事故車両の CWC を示すとともに、走行速度、形状、車体重量等の車両の属
性のばらつきを考慮した横転、側方移動に対するリスク分析を行った。最後に以上の
成果を総合し、風速、風向の変動を正規分布と仮定し、交通規制施行の合理的、客観
的判断基準を提示する手法として提案した。 
 
以上の通り、本論文は、道路交通管理や鉄道運行管理における強風時の安全性確保
のための規制により高い合理性を持たせるため、強風の短期予測手法、走行車両に作
用する空気力の評価手法、および車両の属性のばらつきを考慮した横転、側方移動の
リスク分析手法を提案するものであり、実務への貢献が期待される。同時に、強風の
短期予測技術、リスク分析手法は、学術上、実際上寄与するところが少なくない。よ
って、本論文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。また、平成２
９年２月２０日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行って、申請者が博
士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認し、合格と認めた。 
 
